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後編

前
回
の
遣
欧
使
節
団

と
は
逆
ル
ー
ト

　

１
６
１
３
年
10
月
28
日
（
慶
長
18
年
９
月

15
日
）、
わ
ず
か
45
日
と
い
う
異
例
の
速
さ
で

完
成
し
た
木
造
帆
船
「
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ

ウ
テ
ィ
ス
タ
号
」
が
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣

教
師
ル
イ
ス
・
ソ
テ
ロ
、
大
使
の
支
倉
常
長

を
含
む
「
慶
長
遣
欧
使
節
団
」
を
乗
せ
て
、

仙
台
の
月
ノ
浦
か
ら
欧
州
へ
向
け
て
出
航
し

た
。
彼
ら
が
ま
ず
目
指
し
た
の
は
、
当
時
ス

ペ
イ
ン
領
だ
っ
た
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ

（
現
メ
キ
シ
コ
）
だ
。

　

暴
風
雨
に
遭
い
な
が
ら
も
、
一
行
は
約
90

日
後
に
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
の
沿
岸
都

市
ア
カ
プ
ル
コ
に
到
着
。
商
人
な
ど
ヌ
エ

バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
に
滞
在
す
る
者
た
ち
と

船
を
残
し
、
ソ
テ
ロ
と
常
長
を
は
じ
め
と
す

る
約
30
名
は
、
陸
路
で
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ

を
経
由
し
て
ベ
ラ
ク
ル
ス
ま
で
移
動
し
た
。

そ
し
て
、
ア
カ
プ
ル
コ
に
着
い
て
か
ら
５
ヵ

月
後
の
１
６
１
４
年
６
月
10
日
、
ベ
ラ
ク
ル

ス
か
ら
ス
ペ
イ
ン
軍
艦
に
乗
っ
て
大
西
洋
へ

と
乗
り
出
し
た
。

　

31
年
前
の
１
５
８
２
年
に
長
崎
を
発
っ
た

「
天
正
遣
欧
使
節
団
」
の
少
年
た
ち
は
、
ま
だ

10
代
と
い
う
若
さ
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
同

志
の
使
節
仲
間
は
４
人
。
ま
た
、
神
学
校
で

語
学
や
地
理
も
学
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、

仙
台
藩
の
主
君
で
あ
っ
た
伊
達
政
宗
に
命
じ

ら
れ
て
使
節
と
な
っ
た
支
倉
常
長
に
は
海
外

の
知
識
が
な
く
、
太
平
洋
や
大
西
洋
が
ど
れ

ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ど
こ

に
あ
り
、
ど
う
い
う
場
所
な
の
か
見
当
も
つ

か
な
い
ま
ま
の
旅
程
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ア

カ
プ
ル
コ
で
ス
ペ
イ
ン
軍
艦
に
乗
船
し
て
以

降
、
周
り
は
西
洋
人
ば
か
り
で
、
頼
み
の
綱

は
通
訳
で
あ
る
ソ
テ
ロ
の
み
。
苦
し
い
旅
路

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
天
正
遣
欧
使
節
は
イ
ン
ド
を

経
由
し
、
喜
望
峰
沖
を
ま
わ
っ
て
ア
フ
リ
カ

大
陸
西
岸
に
沿
っ
て
北
上
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

至
る
ル
ー
ト
を
と
っ
た
が
、
慶
長
遣
欧
使
節

は
太
平
洋
を
横
断
し
て
メ
キ
シ
コ
を
経
由
し
、

大
西
洋
を
渡
る
と
い
う
真
逆
の
ル
ー
ト
を

と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
正
遣
欧
使
節
の
半

分
の
年
月
で
ス
ペ
イ
ン
に
た
ど
り
着
い
て
い

る
。

慶長遣欧使節団のリーダーを務めた支倉常長。

■ 徳川幕府が鎖国に踏み切る直前の 1613 年
10 月、仙台から旅立った一艘の木造帆船。乗
船していたのは、後に「慶長遣欧使節団」と
呼ばれる一行で、最終目的地はスペインだっ
た――。壮大な使命を帯びて出立した使節た
ちの物語、後編をお届けする。
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ス
ペ
イ
ン
王
と
謁
見

つ
い
に
改
宗
へ

　

さ
て
、
４
ヵ
月
の
船
旅
を
経
て
10
月
５
日
、

一
行
は
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
・
ル
カ
ー
ル
港
に

到
達
。
こ
こ
か
ら
セ
ビ
リ
ア
近
郊
の
町
コ
リ

ア
・
デ
ル
・
リ
オ
に
入
っ
て
旅
装
を
解
き
、

身
だ
し
な
み
を
整
え
た
後
、
セ
ビ
リ
ア
ま
で

の
12
キ
ロ
を
お
披
露
目
を
か
ね
て
行
進
し
た
。

　

ソ
テ
ロ
の
故
郷
で
あ
る
セ
ビ
リ
ア
で
は
、

市
民
か
ら
大
歓
迎
を
受
け
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ

の
よ
う
な
絹
布
で
鼻
水
を
ぬ
ぐ
う
姿
を
見
て
、

「
洗
練
さ
れ
て
い
る
」「
ク
ー
ル
だ
」
と
評
判

に
も
な
っ
て
い
る
（
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
人
庶

民
は
袖
で
ぬ
ぐ
う
の
が
普
通
だ
っ
た
）。
そ

の
後
も
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
へ
向
か
う
道
中
の

先
々
で
歓
待
さ
れ
た
た
め
、
予
想
以
上
に
日

数
が
か
か
り
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
足
を
踏
み
入

れ
た
の
は
ク
リ
ス
マ
ス
間
近
の
12
月
20
日
。

マ
ド
リ
ー
ド
で
は
雪
が
降
っ
て
い
た
。

　

無
事
に
マ
ド
リ
ー
ド
に
到
着
し
た
も
の
の
、

ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
３
世
へ
の
謁
見
は
、

な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
。
宣
教
師
の
日

本
へ
の
派
遣
と
、
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ

と
の
交
易
を
求
め
る
使
節
団
に
対
し
、「
こ
の

交
易
は
ス
ペ
イ
ン
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の

で
は
な
い
」
と
い
う
の
が
フ
ェ
リ
ペ
３
世
側

の
判
断
で
あ
り
、
宣
教
師
派
遣
は
貿
易
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
「
引
き
換
え
条
件
」
で
は

な
い
か
と
警
戒
し
て
い
た
の

だ
。

　

し
か
し
、
翌
１
６
１
５
年

１
月
30
日
、
つ
い
に
謁
見

の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。
使

節
団
の
目
的
に
つ
い
て
、
ス

ペ
イ
ン
政
府
の
反
応
は
良
く

な
か
っ
た
が
、
フ
ェ
リ
ペ
３

世
は
常
長
に
好
意
的
で
、
彼

ら
が
ロ
ー
マ
に
出
向
く
こ
と

を
諮
問
機
関
の
反
対
を
押
し

切
っ
て
許
可
。
さ
ら
に
「
常

長
の
洗
礼
式
に
列
席
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
請
に
も
応

え
た
。

　

２
月
17
日
、
デ
ス
カ
ル
サ
ス
・
レ
ア
レ
ス

修
道
院
に
て
、
フ
ェ
リ
ペ
３
世
夫
妻
列
席
の

も
と
、
常
長
は
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
。
洗
礼

名
と
し
て
、
国
王
の
名
に
ち
な
ん
だ
「
フ
ェ

リ
ペ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
」
を
与
え
ら
れ
、「
ド

ン
・
フ
ェ
リ
ペ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ハ
セ
ク

ラ
・
ロ
ク
エ
モ
ン
」（
六
右
衛
門
は
常
長
の

別
名
）
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

ロ
ー
マ
教
皇
と
も
謁
見

「
仮
病
」
で
粘
る
も
…

　

ス
ペ
イ
ン
が
態
度
を
軟
化
さ
せ
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
、
８
ヵ
月
も
の
間
、
マ
ド
リ
ー
ド

に
と
ど
ま
っ
た
使
節
団
だ
っ
た
が
、
状
況
は

好
転
し
な
か
っ
た
。
ソ
テ
ロ
の
属
す
る
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
と
は
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
る
イ

エ
ズ
ス
会
な
ど
に
よ
り
、
伊
達
政
宗
が
「
奥

州
の
王
」
と
い
っ
て
も
地
方
の
一
有
力
者
に

す
ぎ
な
い
こ
と
、
日
本
で
は
禁
教
令
が
敷
か

れ
キ
リ
ス
ト
教
徒
弾
圧
が
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
、
ス
ペ
イ
ン
側
に
報
告
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

し
び
れ
を
切
ら
し
た
８
月
22
日
、
一
行
は

ロ
ー
マ
教
皇
に
仲
介
を
頼
む
べ
く
、
ロ
ー
マ

に
向
け
て
出
発
。
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
旅
は

な
か
な
か
進
ま
ず
、
教
皇
パ
ウ
ル
ス
５
世
に

謁
見
し
、
政
宗
か
ら
の
書
簡
を
手
渡
せ
た
の

は
11
月
３
日
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
結

局
こ
こ
で
も
目
的
を
達
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
ロ
ー
マ
教
皇
を
動
か
す
だ
け
の

『
利
』
が
、
政
宗
か
ら
の
手
紙
の
中
に
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

目
的
を
果
た
せ
な
け
れ
ば
、
主
に
仕
え
る

武
士
と
し
て
、
お
め
お
め
と
は
日
本
に
戻
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
ロ
ー
マ
か
ら
ジ
ェ
ノ
バ

な
ど
を
経
由
し
て
、
使
節
団
は
再
び
交
渉
を

続
け
る
た
め
に
マ
ド
リ
ー
ド
に
戻
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
こ
で
彼
ら
を
待
ち
受
け
て
い
た

の
は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
退
去
勧
告
だ
っ
た
。 

　

滞
在
費
は
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
用
意
し
て
お

り
、
一
行
の
滞
在
が
長
引
く
と
滞
在
費
も
か

さ
む
。
ス
ペ
イ
ン
政
府
は
で
き
る
だ
け
早
く

使
節
団
を
送
り
返
そ
う
と
画
策
。
早
々
に
マ

ド
リ
ー
ド
を
追
い
払
わ
れ
、
セ
ビ
リ
ア
へ
と

移
っ
た
常
長
ら
は
、
間
を
置
か
ず
に
ス
ペ
イ

ン
政
府
か
ら
出
帆
日
を
一
方
的
に
告
げ
ら
れ

て
し
ま
う
。

▲ 自称「奥州の王」である伊達政宗が、スペイン王フェリペ３世に宛てた書状。キリスト教の布
教のためにフランシスコ会の宣教師の派遣要請、ヌエバ・エスパーニャとの交易とその保護をス
ペインに願う旨が記されていた。

▲

支
倉
常
長
ら
が
マ
ド
リ
ー
ド
で
宿
泊
し
た
、
サ
ン
・
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
エ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
大
聖
堂
（
左
）
／
フ
ェ
リ
ペ

３
世
夫
妻
列
席
の
も
と
、
支
倉
常
長
が
洗
礼
式
を
受
け
た
デ

ス
カ
ル
サ
ス
・
レ
ア
レ
ス
修
道
院
（
右
）。

スペイン王、
フェリペ３世。

© Luis García© Alvesgaspar© Alvesgaspar
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コリア・デル・リオ

　

こ
れ
に
対
し
て
常
長
は
、
病
気
を
理
由
に

セ
ビ
リ
ア
滞
在
を
主
張
。
実
際
に
疲
労
と
ス

ト
レ
ス
が
た
た
り
瀉
血
し
た
よ
う
だ
が
、
何

よ
り
「
ス
ペ
イ
ン
国
王
か
ら
納
得
の
で
き
る

返
事
を
書
面
で
も
ら
う
ま
で
は
セ
ビ
リ
ア
か

ら
動
く
ま
い
」
と
い
う
常
長
の
決
意
は
固

か
っ
た
。

　

常
長
ら
５
名
を
残
し
、
15
名
の
先
発
隊
が

一
足
先
に
ス
ペ
イ
ン
を
離
れ
た
の
は
、
１
６

１
６
年
６
月
22
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

一
方
、
な
ん
と
日
本
へ
帰
ら
ず
に
コ
リ

ア
・
デ
ル
・
リ
オ
に
残
る
こ
と
を
選
択
し
た

者
も
10
名
近
く
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
ー
マ

を
め
ぐ
る
に
あ
た
っ
て
、
使
節
団
全
員
が
キ

リ
ス
ト
教
徒
に
改
宗
し
て
お
り
、
禁
教
令
の

敷
か
れ
た
日
本
に
戻
る
こ
と
を
諦
め
た
の
か

も
し
れ
な
い
。激

化
す
る
禁
教
令

３
者
の
夢
、
敗
れ
る

　

常
長
は
粘
り
に
粘
っ
た
が
、
こ
の
「
仮
病

作
戦
」
は
実
を
結
ば
な
か
っ
た
。

　

待
て
ど
暮
ら
せ
ど
フ
ェ
リ
ペ
３
世
か
ら
の

色
よ
い
返
事
は
届
け
ら
れ
ず
、
１
年
以
上
が

過
ぎ
た
１
６
１
７
年
７
月
４
日
、
失
意
の
う

ち
に
ス
ペ
イ
ン
を
出
立
。
ヌ
エ
バ
・
エ
ス

パ
ー
ニ
ャ
ま
で
ス
ペ
イ
ン
船
で
戻
り
、
ア
カ

プ
ル
コ
か
ら
は
、
仙
台
よ
り
太
平
洋
を
渡
っ

て
迎
え
に
き
た
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ

ス
タ
号
に
乗
り
込
ん
で
、
い
っ
た
ん
マ
ニ
ラ

へ
向
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
同
号
は
、
英

国
・
オ
ラ
ン
ダ
に
対
抗
し
、
軍
備
を
早
急
に

整
え
る
必
要
の
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
軍
に
買
い

取
ら
れ
て
し
ま
い
、
常
長
ら
は
２
年
間
、
マ

ニ
ラ
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

よ
う
や
く
日
本
へ
の
船
便
に
乗
り
、
長
崎

経
由
で
常
長
が
仙
台
に
帰
着
し
た
の
は
、
１

６
２
０
年
（
元
和
６
年
）
９
月
20
日
。
月
ノ

浦
を
出
て
か
ら
、
７
年
も
の
月
日
が
経
っ
て

い
た
。
幕
府
か
ら
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教

　支倉常長の墓と伝えられる場所は、実は３ヵ所ある。
　ひとつは、宮城県仙台市青葉区北山にある光明寺（北山五山のひとつ）。
もうひとつは、宮城県柴田郡川崎町支倉にある円福寺。そして３つ目が、
宮城県黒川郡大郷町東成田の山中（支倉常長メモリアルパーク内）だ。
　３ヵ所もあるのは、常長が 1622 年に死亡したというのは、伊達政宗がキ
リシタンとなっていた常長を守るために幕府へ報告した「嘘」で、実は政
宗の配慮により隠れ住んでいた…と伝わる場所が多いためである。

伊達政宗からローマ教皇パウルス５世に宛てられた書状。ラテン語でしたためられている
（左）／教皇に謁見する慶長遣欧使節団。膝まづいて書状を渡しているのがフランシスコ会宣

教師のソテロ、その手前が支倉常長。

　セビリアから離れること約
12 キロ、車で 30 分ほどの距
離にある小さな町、コリア・
デル・リオ（Coria Del Río）。
　この町には 600 人ほどの「ハ
ポン（Japón）」姓の住民がい
るが、この「ハポン」とはス
ペイン語で「日本」を意味する。
学術的に証明されてはいない
が、彼らは日本へ帰国せずにコリア・デル・リオに残った 10 名近
い慶長遣欧使節団メンバーの末裔だと考えられている。実際に、ヨー
ロッパ人の新生児には見られないはずの「蒙古斑」が、同町で生ま
れた赤ちゃんに見られることがあるという。
　コリア・デル・リオを流れるグアダルキビル川沿いの公園には、
1992 年にセビリア万博開催を記念し、宮城県から寄贈された支倉
常長の銅像が立っている。その顔は穏やかな中にも強い意思が見え

隠れし、視線は東の方角
にまっすぐ向けられてい
る。遥かかなたの東に位
置する、日本を望むよう
にこの像は建てられたの
だという。400 年以上前、
常長もこの川岸にたたず
み、遠い故郷を思ったこ
とだろう。

活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
、
隠
棲
す
る
こ
と
な

ど
を
条
件
に
許
さ
れ
た
帰
国
で
あ
っ
た
。

　

仙
台
藩
も
常
長
を
隠
す
よ
う
に
蟄
居
さ
せ
、

そ
の
記
録
は
極
秘
資
料
と
し
て
倉
の
奥
深
く

に
し
ま
わ
れ
た
。
幕
府
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教

徒
へ
の
弾
圧
は
激
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
、

仙
台
藩
も
そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
世
相

に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
伊
達
政
宗
も
方
針
を

が
ら
り
と
変
え
、
徳
川
家
以
上
の
存
在
に
な

る
た
め
に
外
国
と
交
易
を
す
る
―
―
と
い
う

野
望
な
ど
、
ま
る
で
一
切
抱
い
て
い
な
か
っ

た
か
の
ご
と
く
過
ご
し
て
い
た
。
藩
内
で
は
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
ら
が
水
責
め
に
あ
っ

て
殉
教
す
る
事
件
ま
で
起
こ
っ
て
い
た
。

　

常
長
は
帰
国
か
ら
２
年
後
、
１
６
２
２
年

８
月
７
日
に
逝
去
し
た
。
享
年
51
。
寂
し
い
、

し
か
し
静
か
な
最
期
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
野
心
を
捨
て
き
れ
な
い
宣
教
師
の

ソ
テ
ロ
は
長
崎
か
ら
密
入
国
し
よ
う
と
し
て

捕
ら
え
ら
れ
、
２
年
間
の
獄
中
生
活
の
後
、

１
６
２
４
年
に
火
あ
ぶ
り
の
刑
に
よ
っ
て
49

年
の
生
涯
を
日
本
で
終
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
12
年
後
、
伊
達
政
宗
も
病
死
。

遣
欧
使
節
団
に
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
託
し
た
三

者
は
、
ど
の
夢
も
叶
う
こ
と
な
く
、
ひ
と
り

残
ら
ず
こ
の
世
か
ら
去
っ
た
。
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     日本に
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